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１．鶴岡地区医師会と情報化の歩み 

 鶴岡地区医師会がカバーする二次医療

圏は、鶴岡市と周辺の 6 町村から構成さ

れ、市立荘内病院を中核病院に約 100 の

医療機関が分布している。同医師会では

1997 年を情報化元年と位置づけ、積極的

に医療の情報化を推進してきた。同年 5

月には医師会館内にイントラネットサー

バーを設置し、医師会、各医療機関、訪

問看護ステーションなどを相互に結ぶパ

ソコンネットワークを構築。このネット

ワークを利用し、ホームページや電子メ

ールにより情報の流通を促すとともに、

在宅患者情報共有システムによる在宅患

者の 24 時間連携、インターネットを利用

した医療相談臨床検査オンライン参照シ

ステム、医療機関機能開示、会報や理事

会資料のデジタル化などを手がけてきた。 

 

２．Net4U の概要 

2001 年、「先進的 IT 活用による 医療

を中心としたネットワーク化推進事業」

に参画し、医療連携型電子カルテシステ

ム「Net4U」を開発した。2 ヶ月弱の実証

実験終了後も、現在まで、1 年 9 ヶ月程

継続運用されている。 

「Net4U」は、診療情報やすべてのアプリ

ケーションなどを、医師会館内のサーバ

で一括管理する、すなわち ASP 方式で運

用される。各医療機関はインターネット

-VPN を介して、病名・所見・処方・検査

値などの患者情報を、２号用紙を模した

画面上で共有することができる。診療情

報の共有は、患者の同意のもと、主治医

とその紹介先（連携医）、訪問看護師間で

のみ可能となっている。 

 Net4U の参加医療機関は病院 4 施設、

診療所 25 施設、訪問着護ステーション、

健康管理センター、民間の検査会杜 3 社。

これは、地区全医療機関の 30％にあたる。

登録患者は03年9月8日現在で5024人。

うち複数の医療機関で診療情報を共有し

ている患者数は、その 17％に当る 908 名

である。登録患者は月に 100～150 人程度

増加している。 

 

３．在宅医療における Net4U の活用 

在宅医療においては、主治医・連携医・

訪問看護師など、施設や職種を越えたチ

ーム医療が必要であり、相互の連携のた

め、各施設間での診療情報の共有が重要

となってくる。そこで、Net4U のような

医療連携型電子カルテシステムが、その

質的向上、効率化に最も有用である。 

実際、当地区医師会立訪問看護ステー

ションで扱っている在宅患者 160 名中約

50％に当る 70 名が Net4U に登録され、11

の医療機関と連携している。これにより、



かかりつけ医・訪問看護師・連携医が、

往診時の所見、訪問看護指示書、報告書・

計画書などの診療情報を、ほぼリアルタ

イムに共有することができ、より緊密な

連携が可能となった。また、訪問看護指

示書や報告書・計画書などをも簡便に作

成、送付できることにより、事務作業の

省力化にも役立っている。さらに、紹介

状機能を使って、専門医への往診依頼や

その報告にも活用されている。 

 

４．Net4U：在宅医療への貢献 

Net4U が在宅医療に何をもたらしたか

であるが、まず、所見、処方などの診療

情報、指示書、報告書などの文書類を、

かかりつけ医・連携医・専門医・看護師

などが共有することにより、より緊密な

チーム医療が可能になった。また、簡便

な操作で各種書類の作成、送付、往診依

頼などができるので、医療の効率化にも

寄与できた。さらに、電子カルテの利用

は、主治医と連携医による「在総診」24

時間連携加算の条件を満たすことも、医

療側にとって利便性があった。 

これらのことから、Net4U のような医

療連携型電子カルテシステムは、とくに

施設を超えたチーム医療が必要な在宅医

療において、有用なツールとなることが

実証できたのではと考えている。 

 

５.今後の課題 

一方、Net4U のような医療連携型電子

カルテシステムが普及するには課題が多

いのも事実である。とくに、現状のよう

に紙カルテを併用しながらの運用は、手

間がかかるにもかかわらず、むしろ受診

回数の逓減など、医療機関にとっては減

収にもつながりかねないという矛盾を抱

えている。今後の全国的な普及のために

は、地域医療ＩＴ加算や、電子的な情報

交換に対する規制緩和など、IT を活用す

ることが、診療報酬上の利点になるよう

な施策は是非とも必要なことと考えてい

る。 

また、セキュリティー、コスト、手間、

さらにはネット以前の人と人とのつなが

りの向上など解決すべき課題も少なくな

い。しかし、Net4U の実運用で示された

ように、医療連携型の電子カルテシステ

ムは、医療の質的向上に十分寄与しうる

ものであり、今後、全国的に普及するこ

とを期待したい。 

 



ネットワーク図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主画面：2 号用紙を模した画面に複数の医療機関の診療情報が表示される 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



訪問看護指示書と報告書：それぞれアイコンとして電子カルテに貼付される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


